
はじめに

コミュニケーションのマルチ性コミュニケーションのマルチ性

　本書はリスニングの本だとうたってはいますが、リスニングのスキルを向上させる

ために、リスニングだけに焦点をあて、リスニングのトレーニングをするのは非効率

的です。

　実際に誰かと会話している場面を考えてみてください。自分が相手に何かを話し、

相手が答える。次に、相手の話したことに対して今度はこちらが答える。大雑把にい

うと、会話はこの繰り返しです。

　細かくとらえれば、確かに相手の言っていることをただ聴いている瞬間もあります。

だからといって、リスニングのことだけを考えているでしょうか。相手が次に何を言

うのかを予測したり、相手がこう言ってきたらこう答えようと考えたりと、様々なこ

とが頭の中を巡っているはずです。私はこれをコミュニケーションのマルチ性（多声性）

と呼んでいます。

　英語学習にもっとも欠けている側面が、このマルチ性です。伝統的な英語の検定試

験を例にとって考えると、試験は4つのスキルを単独で判定します。リーディング、

リスニング、ライティング、スピーキングです。リーディングセクションの時には、リー

ディングの能力しか問われません。リスニング時には、リスニングの能力だけが問わ

れています。

　この点を改善しようとTOEFL（Test of English as a Foreign Language：英語を

母語としない人々の英語運用能力を測るための英語の試験）では、統合テストと称して、

4つのスキルの関係性も考慮したテスト開発・実施に踏み切りました。ある講義を聴

いて（リスニング）、講義メモを参考にし（リーディング）、自分の意見を書く（ライティ

ング）といった具合に、同時性までは実現できないものの、4つのスキルの相関性に

着目して評価が行われている点で、素晴らしいテストだと言えるでしょう。

リスニングとスピーキング

　英語学習の4大スキルであるリーディング、スピーキング、リスニング、ライティ

ングはあまりにも有名です。これら4つの確固たる枠組みがあるために、個々のスキ

ルのことだけを私たちは考えてしまいがちですが、それは現実的ではありません。

　リーディングをしていると頭の中に声が聞こえるはずです。ライティングをしてい



ても同じこと。スピーキングをしていると、自分の声を自分でもリスニングしますし、

リスニングをしていても頭の中で次に何を言おうかと考えています。

　4つのスキルが互いに関係しあっているのは分かったとして、それではどのスキル

同士が互いに強く関係しあっているのでしょうか。私たちのもっぱらの関心である、

リスニングと関係するスキルは、3つのうちさあどれでしょうか。

　スピーキングとリスニングが、深い関係にある、というのがその答えです。スピー

ドリスニングは本書でも扱っているテクニックですが、本書で取り上げたフラン・カ

ポさんのように、練習を積むことで、毎分600語の速度でスピーキングすることがで

きる人もいます。その人に同程度のスピードの音源を聞かせると、すべてではありま

せんが、かなり細かな部分まで聞き分けることができるそうです。これは、リスニン

グとスピーキングの関係が深い証拠であり、自分が話せるものであれば聴き取れるこ

との証明でもあります。つまり、リスニング能力の向上には、リスニングのトレーニ

ングをするという正道以外に、スピーキングの速度を高めるという「まわり道」も残

されているということです。また、あえてこのまわり道を通ることによって、スピー

キング能力の向上が期待できるという、誰もが望むであろうスキル向上の副次効果も

期待できるのです。

リスニングを向上させければ、リーディングを鍛えよ

　以上の通り、本書では直接リスニングに関わらないかのように見えるものも、リス

ニング訓練の一手法として採用しています。リスニングと同時に、ぜひそれ以外のス

キルも鍛えていってください。
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　本書は基礎トレーニング、応用トレーニング、実践トレーニングで構成されていま
す。基礎トレーニングでは、リスニングのためのリスニング訓練を中心に紹介してい
きます。応用トレーニングでは、リスニング以外の方法、主にスピーキングを利用し
てのトレーニングを解説していきます。実践トレーニングでは、みなさんをリスニン
グの現場へとおつれいたします。

基礎トレーニング―プロダクションを意識した訓練
　基礎トレーニングでは、リスニングはリスニングのためだけではないことを意識し
ていただきます。そのため、プロダクション（スピーキング）の一部としてのリスニ
ング訓練が中心になっています。一言で説明すると、聴くだけではなく話す、という
ことになります。

本書の構成とつかい方

12

1-1

13
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リプロダクションを意識した訓練

1 ... He’s not going to tolerate that.
 彼はそれを許さないだろう。

2 ... You won’t get away with this.
 このままじゃ許さない。

3 ... You can’t do this. I won’t let you.
 そうはさせない。

4 ... Never come to my house.
 敷居はまたがせない。

 5 ... You didn’t hear it from me.
 私から聞かなかったことにしてくれ。

依頼・命令

1. tolerate 許す。
2. get away with ... ～から逃れる。

演習 音源を聴いて、同じことを繰り返して言ってみてください。

　リスニングした内容を自分でも言ってみる。単にリスニングできたか

どうかを確認するだけではなく、次のステップであるスピーキングへの

導入も常に心がけてください。ここで使用する短文は、そのどれもが会

話でとても役立ち、使うのに便利な長さです。本を見ずに口をついてで

てくるまで、リスニングの練習を繰り返しましょう。

ググググリピーティングーーピピピリリ テティィンンンググテテティィィリリリ ンンンンピピピリピーーーピピ ンンピピ テテテリリリリピピピピピピピーーーテテテテテティィィンンンンンンググググググググググ  6 ... Deal with it.
 なんとかしろ。

 7 ... I’m sorry. I couldn’t catch your name.
 すみません。お名前が聴き取れなかったのですが。

8 ... You have a problem with that?
 何か問題ある？

 9 ... If you don’t mind, I have to go.
 差し支えなければ、これで失礼します。

 10 ... Have you ever been on TV?
 テレビに出たことある？

 11 ... I appreciate your honesty.
 率直に言ってもらってありがたい。

12 ... Thanks for the tips.
 ヒントをありがとう。

 13 ... Thank you for what you did for me.
 君がしてくれたことに感謝。

5. didn’t と言っているが、実際には聞いていることが前提となっている。
6. deal with ... ～に取り組む。

確認

7. catch 聴き取る。
9. mind ～を気にする。

感謝
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応用トレーニング―置き換えを意識した訓練
　応用トレーニングでは、イメージング訓練が中心になっています。リスニングした
ものをいかに自分の中に吸収して理解するのかについて考えていただきます。そのた
めには、頭の中でイラストを描いたり、文章をチャンクという単位に区切ったりなど
の訓練が最適です。

実践トレーニング―現場を意識した訓練 
　実践トレーニングでは、スタジオの世界から、みなさんをリスニングの現場へとご
案内いたします。実際のリスニングの現場では何が起こっているのか。そして、ネイ
ティブの耳へと進化させるため、少々荒療治ではありますが、世界最強（最速）の英
語のリスニングにも挑戦していただきます。一度聴いてあきらめるのではなく、繰り
返し、何度も何度も聴いて耳を進化させてください。

54

1-9

55

イ
メ
ー
ジ
ン
グ

応
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ビジュアライズを意識した訓練

イメージングーーメメメイイ ジジンンングググジジジメメメメーーージジジジジジイイイメメメメーーージジジジジジジジジ グググンンンググンンンンンンンングググググ
英文をリスニングして、どのような場面・状況かを頭の中に正しく描

けることができれば、聴き取りは大成功です。英文によりイメージのし
やすさの違いはありますが、みなさんの想像力をできる限り働かせるこ
とは、言葉の理解にとても大切です。ここでは、読まれる英文のイメー
ジを瞬時に頭に浮かべ、対応するイラストを選ぶ演習をやってみましょ
う。

短文を聴いて、内容の該当するイラストを選んでください。演習

a.

c.

e.

d.

f.

Unit 1 ◎Home
6つの短文を聴いて、内容に該当するイラストを選んでください。

例 ))　読まれる英文を聴き取ってください。
a.

読まれた英文

She is walking the dog. 彼女は犬を散歩させている。

walk は「散歩させる、歩かせる」という意味の他動詞。

Sample Question – a正解

Sample Question

Sample Question に続けて収録されています。

92 93

実
践
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ノイズを意識した訓練

ノ
イ
ズ
リ
ス
ニ
ン
グ

グググノイズリスニングズズイイノノ リリスススニニンンググリリリノイノノ ススススズズズリノイノノノイイイズズズズズリリリリスススス ググググンンンニニニングンニニニニニニニニニンンンンングググググ
ノイズに惑わされない
　実際のコミュニケーションでは、スタジオ録音とは違い、自分が相手の声を「聴きとり
にくい」状況というリスクに直面します。ハイリスクなコミュニケーションこそが実践な
のです。
　リスクの一番に挙げられるのがノイズです。ノイズには、大きく分けて①雑音、②特異
な発音、③特異なアクセント・イントネーションが挙げられます。雑音は、話者の発言を
妨げる音のすべてを指し、雑踏、飛行機内、電話回線の雑音が典型的な例です。スタジオ
録音に慣れてしまっている方は、とくに注意が必要です。実際のコミュニケーションでは、
飛行機や車の中だったり、相手が風邪を引いてしゃがれ声をしていることもあります。
　具体的な練習法としては、聞こえる最小の音量で聴くのが手っ取り早い方法です。こう
すれば、すでにご利用の音源でもノイズによる影響を考慮した上で訓練をすることができ
ます。副次効果として、耳にやさしいリスニング訓練法でもあります。
　実践トレーニングで使用した音源はかなりのライブ感がありますので、スタジオ収録で
耳慣らしした後はぜひライブ感溢れる状況に自らを置きながら、リスニング→スピーキン
グへとつなげていってください。

子供の英語
　子どもが話す英語にはいろいろなノイズが含まれています。発話する際に大人とは比べ
ものにならないほどのノイズが聴こえてきます。また、雑音から離れて、論理性も、大人
ほどは身についていないので、話す内容がまとまっていなかったり、あれを話したかと思
うとまた元の話題に戻っていたりと、内容についていくだけで精一杯になるでしょう。

ワンポイント
アクセントやイントネーション
　さらなるリスニング力を、目指して練習をつみかさねると、アクセントやイントネ
ーションが問題になるケースがああります。特に日本語は強弱をつけなくても発話で
きてしまうので、その癖が英語を使う際に顕著に表れてしまうことがあります。平坦
なイントネーションはとかく分かりにくいものです。文章の中で自分が何を強弱した
いのかをしかと心得ること。そして、相手に伝えようとする意思がまずありきだとい
うことを忘れずに。

I’m in fourth grade, and I’m 10 years old. Well, I kind of like
science. Because you have to have things like magnetism, and
you have to learn history from it all, and see how interesting it 
can be. 
She’s a funny person. She has a great personality. She’s not,
she’s very strict, but once in a while you get to know her, she’s
not as strict as other teachers. 
Well, I used to hang around my best friend Emma, but she 
went to another school, so I had to get my other two best
friends, Michelle and Olivia. Well, we usually do double 
dutch. Olivia usually turns, Michelle, she turns too, and I
usually jump, so…
私は 4年生です。10歳です。理科がなんとなく好きです。磁性とか歴史なんかを知るこ
とができるし、とてもおもしろいです。
とてもおかしい人です。すばらしい性格をしています。厳しいですが、時間が経って先生
のことがわかれば、他の先生よりも厳しくないことがわかります。
前は親友のエマとよく遊んでいましたが、転校してしまいました。今は、ミシェルとオリ
ビアと遊んでいます。二重なわとびをします。オリビアが回して、ミシェルも回します。
私が飛びます。

Well, double dutch, you have to have two ropes, they’re just 
like one rope but you connect both of them together and 
you have to do two times as fast as regular jump-roping. Well, 
my family is Karen, my mom, Dustin, my brother. Dustin
usually gets on my nerves but sometimes once we get to
know each other we’re good friends.
Well, I like to play cards with my mom, and my brother usually 
hangs out with his friends, but sometimes, on special

一人目

magnetism 磁性。　strict 厳しい。　once in a while 時々。　hang around 一緒に遊ぶ。
turn （なわを）回す。

2-3
ゆっくり

2-2
ナチュラル

ナチュラルスピードで繰り返し聴いた後、ゆっくりスピードで聴き取れなかっ
た部分を確認します。初級者の方はゆっくりスピードから始めることをおすす
めします。最後はエクササイズと巻末トランスクリプトを使って復習します。

演習





基礎トレーニング
ーーー プロダクションを意識した訓練

リピーティングリピーティング

リテンション リテンション 

数字ウイスパリング数字ウイスパリング

ウイスパリングウイスパリング

シャドウイング ①シャドウイング ①

　プロダクションとは聞こえた音を実際にスピーキングしてみ
ることです。基礎トレーニングでは、スピーキングを取り入れ
たリスニングの訓練法をご紹介していきます。なぜスピーキン
グかの理由は次の３つです。

 話せれば聴ける
　話すことができれば、聴くこともできます。正攻法で聴くこ
とばかりに集中するのではなく、話すことを同時に考えてくだ
さい。実践に近づくほどさらに重要になりますが、基礎の段階
から話すことと聴くこととの関係について意識しておきましょう。

 話すために聴く
　そもそも何のためのリスニングか？当然ながら、自分がうま
く話すようになるためです。聴いているばかりではつまりませ
んし、コミュニケーションも成り立ちません。みなさんが口を
開いて初めて双方向のコミュニケーションが完成するのです。

 話すことで理解度を確かめる
　ただ単に聴き流しているだけでは、最後まで何となく理解で
きたとか、何となく理解できなかった、で終わってしまいます。
ここは理解できた、ここはできなかったということを、スピー
キングにて自己判定してみてください。
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1-1

リプロダクションを意識した訓練

 1 ... He’s not going to tolerate that.
 彼はそれを許さないだろう。

 2 ... You won’t get away with this.
 このままじゃ許さない。

 3 ... You can’t do this. I won’t let you.
 そうはさせない。

 4 ... Never come to my house.
 敷居はまたがせない。

 5 ... You didn’t hear it from me.
 私から聞かなかったことにしてくれ。

依頼・命令

1. tolerate 許す。
2. get away with ... ～から逃れる。

演習 音源を聴いて、同じことを繰り返して言ってみてください。

　リスニングした内容を自分でも言ってみる。単にリスニングできたか

どうかを確認するだけではなく、次のステップであるスピーキングへの

導入も常に心がけてください。ここで使用する短文は、そのどれもが会

話でとても役立ち、使うのに便利な長さです。本を見ずに口をついてで

てくるまで、リスニングの練習を繰り返しましょう。

リピーティングリピーティング
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 6 ... Deal with it.
 なんとかしろ。

 7 ... I’m sorry. I couldn’t catch your name.
 すみません。お名前が聴き取れなかったのですが。

 8 ... You have a problem with that?
 何か問題ある？

 9 ... If you don’t mind, I have to go.
 差し支えなければ、これで失礼します。

 10 ... Have you ever been on TV?
 テレビに出たことある？

 11 ... I appreciate your honesty.
 率直に言ってもらってありがたい。

 12 ... Th anks for the tips.
 ヒントをありがとう。

 13 ... Th ank you for what you did for me.
 君がしてくれたことに感謝。

5. didn’t と言っているが、実際には聞いていることが前提となっている。
6. deal with ... ～に取り組む。

確認

7. catch 聴き取る。
9. mind ～を気にする。

感謝
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 14 ... How can I thank you?
 なんとお礼を申し上げていいやら。

 15 ... It’s as simple as that.
 こんなに簡単。

 16 ... Th e answer is simple.
 答えは簡単。

 17 ... Th at’s no big deal.
 たいしたことない。

 18 ... Th at was too easy.
 楽勝だった。

 19 ... Th at didn’t take long.
 あっという間だった。

 20 ... I can’t understand a word you say.
 言ってることがさっぱりわからない。

 21 ... Th ere’s something suspicious about that man.
 あの男は不審だ。

 22 ... We’ll just see about that.
 それについては先行きを見守るしかない。

11. appreciate 感謝する。
12. tips コツ、ヒント。
14.  How can I thank you? は「どのように感謝したらよいのか？」→「感謝しても。

し切れない」という修辞疑問文。

感想

15. as  ... as ～ ～と同じくらい…。
19. take （時間など）がかかる。
21. suspicious 疑わしい。
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 23 ... Th is looks familiar.
 見覚えがある。

 24 ... I know this is hard to deal with.
 難しそうだ。

 25 ... It’s not that simple.
 それほど問題は簡単ではない。

 26 ... Long-distance relationships never work out.
 遠距離恋愛はうまくいかない。

 27 ... Th at’s a lot for you.
 あなたにしては上出来だ。

 28 ... You look refreshed.
 （ひげなどそって）さっぱりしたね。

 29 ... He is kind of cute.
 彼はまあまあかわいい。

 30 ... Let’s look on the bright side.
 楽観的にいきましょう。

 31 ... We’re doing everything we can.
 最善を尽くしている。

23. familiar 知っている。
26. work out うまくいく。

28. refresh リフレッシュする。
29. kind of = sort of まあまあ。

激励
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